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井伏鱒二著作調査ノート（その七）
―『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後―
前 田 貞 昭
「井伏鱒二著作調査ノート（その一）―『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後―」（本誌第14号、
2003年２月10日）、「井伏鱒二著作調査ノート（その二）―『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後―」
（本誌第16号、2005年１月20日）、「井伏鱒二著作調査ノート（その三）―『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作
目録」以後―」（本誌第18号、2007年１月25日）、「井伏鱒二著作調査ノート（その四）―『井伏鱒二全集』
別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後―」（本誌第21号、2010年１月25日）、「井伏鱒二著作調査ノート（その五）―
『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後―」（本誌第23号、2012年２月20日）、「井伏鱒二著作調査ノー
ト（その六）―『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後―」（本誌第25号、2014年２月20日）に続い
て、新たに書誌事項を確認したものも含め、記載するべき井伏著作（複写）その他を入手することができたので、
ここに報告する。
『井伏鱒二「「槌ツァ」と「九郎治ツァン」は喧嘩をして私は用語について煩悶すること」自筆原稿及び全集
未収録自筆原稿三編』〈ふくやま文学館所蔵資料シリーズ『福山の文学』第15集〉（ふくやま文学館、2013年12月
10日）には、「「槌ツァ」と「九郎治ツァン」は喧嘩をして私は用語について煩悶すること」自筆原稿影印・初出
翻字本文などのほか、以下のような井伏著作が掲載されている。
①「最初の映画見物」（掲載誌未詳。文末に「二五・六・二八」の日附）の自筆原稿影印・翻字本文
②「五月二十五日記」（掲載誌未詳だが、『人世』に発表か？）の自筆原稿影印・翻字本文
③〔平川茂歌集『ふる里』〕跋〕（平川茂歌集『ふる里』、私家版、1964年11月24日）の自筆原稿影印・『ふる
里』収録本文影印・翻字本文
この３点については、上掲書に譲ることとして、本調査ノートの記載から省いた。
なお、本ノート末尾に、新たに見出した再録書や関連資料の情報も、参考として掲載した。
調査に当たっては「国立国会図書館サーチ」「山梨県立文学館蔵書検索」及び兵庫教育大学附属図書館を介し
て「聞蔵Ⅱビジュアル朝日新聞記事データベース朝日新聞縮刷版1879～1989」（原本の「朝日新聞縮刷版」は東
京本社発行最終版を収録）のデータを利用させていただき、閲覧・複写に当たっては、国立国会図書館、日本近
代文学館、山梨県立文学館、甲府市立図書館、杉並区立中央図書館、金光図書館の架蔵資料を利用させていただ
いた。記して感謝申し上げる。
調査が至らず、書き加えるべきものが、多々あろうかと思われる。お気づきの点を含めて、〒673-1494 兵庫
県加東市下久米942-１兵庫教育大学 言語系（国語） 前田貞昭（研究室直通電話兼用ファックス：0795-44-2083､
e-mail:sadm@hyogo-u.ac.jp）まで御教示賜われば誠に幸いである。
凡例
１、作品・アンケート回答・談話・インタビュー・訪問記事などに分類せず、発表年代順に並べた。
２．個別の標題を持たないものは、欄名などを〔 〕で括って仮の標題とし、また、行末等で省略された句読
点・中黒は〔 〕で括って補う等、〔 〕内には前田が附した文言などを入れた。
３、掲載媒体名・発行日・印刷日・発行所・発行人などについての記載は原則として現物奥附に従った。現物
奥附には「印刷」「印刷納本」あるいは「編輯兼發行者」「編輯發行人」、「印刷」「印刷者」「印刷人」等の表
示が混在しているが、本ノートでは統一しなかった。
４、人名・社名・地名などの固有名詞と引用文のうち、当該資料で旧漢字が使われていて、JIS第１水準・第
２水準で対応できる場合は、原則として、原文の字体・字形を尊重するように努めた。
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しのぶ草
オール・ガイド社（東京市京橋區木挽町四ノ四並木ビル）発行『ナンバー・１』第１巻第４号〈８
月号〉（1936年７月17日印刷納本、1936年８月１日発行）の14頁～15頁に掲載。編輯兼発行人・瓜生
豐、印刷所・東水印刷所、印刷者記載なし、定価10銭。
50字×27行。総ルビ（但し、漢数字と「私」のほか、「茶」・「衣」などにもルビを欠く）。
全五段落で構成。「せんだつて私は甲州に行つて來たが、追分の峠の掛け茶屋で「戀路」といふ名
前の草を見た。」と始まる。その「小さな花びらのやうな葉の羊齒科植物」について、「たぶん植木屋
のいふしのぶ草と似てゐるので、しのぶ戀路と洒落て」「戀路」と言うのだろうと推測し、さらに「し
のぶ摺り」のことなどにも言及する。「昨年、私は奧州の信夫を通り靑根温泉に行つたとき、しのぶ
もぢ摺りの「しのぶ」は何であるかバスの運轉手にたづねると、運轉手は矢張り釣りしのぶの羊齒科
の草であらうと云つてゐた。」と結ばれる。
表紙（表１）には題号が「ナンバー１」とあるが、奥附と目次の題号には「ナンバー・１」と中黒
「・」が入っている。また、奥附は「八月號（第四卷)」と表示するが、表紙（表１）・裏表紙（表４）
・目次には「八月號」という表示とともに「第一卷第四號」とあるので、奥附の「八月號（第四卷)」
は「八月號（第四號)」と表示するべきものを誤ったと判断した。
末尾に「（豐）」とある「編輯後記」（40頁）には「今月號から四大取次店に依託して全國の書店に
配布する事にしました。始めは東京の然も銀座中心の雜誌の積りでしたが地方からの注文が直接相當
多量に來るのと市内の書店からも欲しいとい云つてくるので部數を增した上に發賣方法を變へまし
た。／いつも言ふ通り當誌は一商店の宣傳機關誌ではないので思ひ通りに讀者の喜ばれる樣な編輯が
出來るのがミソです。」とある。本号掲載の記事では映画・演劇関係の記事や広告、また、盛り場の
案内記などが目に立つが、奥附上部の「オール・ガイド社營業案内」には、
一、月刊「ナンバー・１」誌の發行
一、演劇・スポーツ・映畫・食道樂等の紹介
一、集會（同窓會・クラス會・園遊會其他諸宴會の會場、飮食物の御斡旋を致します）
一、催物（落語・萬歳・漫談・寸劇・レヴユー・歌手・映畫）其他諸演藝一切引受御相談に應じ
ます）
ママ
一、其他一般の御質問に對する回答
一、尚種々の御調査にも應じます
とあって、多角的な事業の一環として本誌が刊行されていたかと推測される。なお、本号には、武田
麟太郎「我が銀座散歩―其の四―」（２頁～３頁）、佐伯孝夫「上から下まで」（36頁～39頁）な
ども掲載されている。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
三宅島タイメイさん
橫濱市立商業專門學校校友會（橫濱市中區井土ヶ谷町）発行『橫商專文藝』第11号〈夏季号〉（1937年
７月10日印刷、1937年７月15日発行）の「隨筆」欄の55頁～57頁に掲載。編輯兼発行者・市立橫濱商業
專門學校學藝部（代表者杉本久一）、印刷所・松壽堂印刷所、印刷者・松井巳壽、定価記載なし。
ルビなし。
新版全集第６巻に『山川草木』（雄風館書房、1937年９月27日）を底本に用いて収録。同巻解題に
は「一九三七（昭和十二）年七月十五日発行『横商専文芸』（横商専学友会）第十一輯に発表された
とされるが初出未確認。」（672頁）と記載。今回、初出を確認したので上記のように訂正する。
奥附には「指導敎授／早瀨利雄」、「編輯部員／三年 杉本久一／林敬太郞／榮森友衞／二年 志村
孝一／白崎晃／一年 森谷浩／松田純一／岡村正巳」とある。題号は奥附・目次・表紙（表１）で「橫
商專文藝」とするのに拠った。表紙（表１）では右横書きで上部に「橫商專文藝」とあり、下部に左
横書きで「1937／夏季號」とある。なお、中扉上部に左横書きで掲げられた題号には「橫濱商專／文藝」
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と「濱」の文字が入り、下部に「第十一號／1937」とある。
目次では、淸水幾太郞「文學主義と科學主義」、伊藤整「小説といふもの」、井伏「三宅島タイメイ
さん」、松崎力「鴫の家・詠」、尾崎一雄「炬燵」のそれぞれの標題の下に「（特別寄稿）」の文字があ
る。
「編輯後記」（末尾に「（Ｋ・Ｓ）」とある）には、淸水幾太郞以下の「特別寄稿」者の紹介があり、
井伏については、
井伏氏は『廣島縣福山出身、早大文科に學び「陣痛時代」「鷲の巣」「文藝都市」等の同人雜誌
を経て現に「文學生活」同人、大正末年「不同調」の新人號に短篇「乳母車」を發表せるが文壇
への發足なるべし、小説集隨筆集多し』と尾崎氏に紹介して戴いた。近著「集金旅行」がある。
とある。上掲文中で「大正末年「不同調」の新人號に短篇「乳母車」を發表せるが」云々とするが、
『文学界』第２巻第８号（1925年８月１日）に発表された「乳母車」が、「歪なる図案」と改題され
て『不同調』第４巻第２号（1927年２月１日）に掲載されたというのが正しい。また、紹介者として
「尾崎氏」とあるのは、「編輯後記」の別の箇所で謝辞を捧げている「先輩尾崎正男兄」だと推測さ
れるが、この尾崎正男についての詳細は不明。
初出と初刊単行本『山川草木』との本文の異同を、初出本文→『山川草木』所収本文の順に示す。
参考のために新版全集の該当頁・行を／の後に加えた。なお、標題・著者名などは行数に含めた。
三宅島に行き、淺沼君の案内で（55頁６行目）→三宅島に行き淺沼君の案内で（22頁６行目～23
頁１行目／420頁５行目）
「明日は自動車に乘りませう」と云つてゐた。（55頁９行目）→「明日は自動車に乘りませう」
と云つた。（22頁10行目～23頁１行目／420頁８行目～９行目）
ダツトサン（55頁10行目）→ダットサン（23頁２行目／420頁10行目）〔ただし、他の促音表記は
初出・『山川草木』ともに並字を使用。新版全集では校訂を加えて「ダツトサン」と並字を
用いた。〕
三日を費したのである。（56頁３行目）→三日も費したのである。（23頁12行目／421頁３行目）
「おい。これ」（56頁６行目）→「おい、これ」（24頁２行目／421頁６行目）
「おいタイ」（56頁６行目～７行目）→「おい、タイ」（24頁３行目／421頁７行目）〔ただし、初
出では「おい／タイ」と行末にかかるので、読点を省略したとも推定される〕
自分でも手酌で盛んに飮む。（56頁15行目）→自分でも盛んに手酌で飮む。（24頁13行目／421頁15
行目）
自分でも用ひしてゐるのか（56頁15行目）→前もつて用心してゐるのか（24頁14行目／421頁15
行目～16行目）
嬉しさうに語りだす。（57頁12行目）→嬉しさうにして語りだす。（26頁５行目／422頁11行目）
語るのをきいてゐると、（57頁13行目）→語る樣子は、（26頁７行目／422頁12行目）
井伏鱒二文学設計圖繪
會社寶文館（東京市日本橋區室町四丁目五番地八）発行『若草』第13巻第12号〈12月号〉（1937年11株式
月10日印刷納本、1937年12月１日発行）の117頁～123頁に掲載。編輯兼発行者・高橋長夫、印刷所・
共同印刷株式會社、印刷者・大橋光吉、定価35銭。
訪問記事。文と画・池田さぶろ。記事の殆どは『 』に括られた井伏発言が占める。
池田さぶろが井伏を描いた画４葉と、井伏の手に成る「池田君正像」（「井伏鱒二写」とある）画１
葉も掲載。
執筆中の作品について、「今かいてゐるのは雜文みたいな實話だとか昔の傳記みたいなものです」
と言い、その主人公ジョン万次郎の生涯について説明。「小説として上梓されるのですか」との問い
に対しては「いや一種の傳記ですね。獵奇的人物をかけといふ本屋の註文で、あと七枚かけばすむん
ですが……」と答え、さらに「これからドシドシ通俗ものをかゝれるつもりですか」との問い対して
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は「といふ希望をもつてるんです。かゝなくちやいかんのですが、ふんばりがきかない方で通俗小説
だつてかけばむづかしいから純文學がかけなくなるくらゐ努力しなくちやいかぬと思つてゐるんで
す。どうも純文學ぢや食へませんよ」と語る。作品の題材・標題についても応答があり、愛読書につ
いては、「昔は詩が好きで、ブレイク、ヴェルレエヌなどをよんだし、その他は、ポウの散文、チエ
ホフ等。トルストイは一つの流行としてよんだといつた方がいいくらゐで、これは、私の文學に專攻
といふものがないといふ意味にもなるやうです。しかし何が自分にむくかといふと、フランスのもの
よりは、ロシヤものですね」と言う。原稿料を初めて貰ったのがズーデルマン『父の罪』の翻譯であ
ったと語り、「處女作ですが活字になつて、今も殘つてゐるのでは、「山椒魚」が最初のものです」と
述べ、また、「その次にかいたもので殘つてゐるのは「岬の風景」です。これは初め長篇としてかい
たのですが、あとで、短篇に書き直してしまひました。」と説明し、「出世作」としては「只最初に大
きい雜誌にのつたのは「シグレ島風景」〔。〕これは文藝春秋にのつたもので、その事件と風景は空想
ママ
ですが人物の性格は大體實在の人物からかりてかいたのです」と明かしている。また、「貴方の創作
態度といふことについて、創作の方向といひますか」と問い掛けられると、「文學のイズムには道案
内されるよりも、私は別の方法を用ひたい。いろへの苦惱や絶望や、それからせめて絶望だけはよ
すことや、たうとう希望をもつことや、かういふ類の美學的であると見えるかもしれない出來ごとに
立脚してその感懷を道案内にしたいと思ふ。〔略〕私は素人くさい情熱がほしい。」と語る。また、「私
の方針は、ヤハリ陋巷の詩人として暮してゐたい。その他植林とか、連結水車の敷設とか、數種の計
畫を考へてゐるが、それを實行できるときは來ないだらう」とも話している。
甲斐路
山梨協會本部（東京市杉並區中通町二五五）発行『甲州倶樂部』第12巻７月号（1939年７月28日印
刷納本、1939年７月31日発行）の１頁に掲載。発行兼編輯印刷人・武下高次、印刷人・加藤印刷所、
定価50銭。
46字×22字。ルビなし。
全六段落で構成。冒頭第一段落は「甲州は地理的にクニナカとグンナイに大別されてゐる。クニナ
カとグンナイでは人の氣風もすこし變つてゐる。言葉づかいも可成り違つてゐる〔。〕「クニナカの人
は「御座います」といふのを「ごいす」と云ふ。グンナイの人は「ごいす」といふ用語をきくとたい
ていせせら笑ふ。」とある。「去年は夏から秋にかけて、四十日餘り御坂峠の頂上の茶屋で山籠りをし
た。今年は二月から三月にかけ三十日ちかく同じ宿で山籠りをした」。「去年の夏の山籠もりのとき、
私は峠の茶屋を背景にして小説を書いた」とき、実際に耳にした「おかみさん」の言葉を「野趣ある
言葉だと思」い、「私は書きかけの小説を、茶屋の人の言葉づかいだけグンナイの言葉に改めようと
ママ
思ひついた。」「ところが後からグンナイの人が其の小説を見て、あの言葉はグンナイ言葉とクニナカ
言葉の雜種だと云つた。御坂峠はグンナイとクニナカの境にある。おかみさんは彼女の言葉づかひを
純粹のグンナ辯だと云つてゐたがあらそへないものだと痛感した。」と結ばれる。
ママ
表紙（表１）には上部に「創立十五周年記念號第二輯」、その下に「社長主筆 川手秀一」とある。
また、下部には「東京謙光社山梨協會發行」ともある。このほか「（毎月一回十五日發行）」との表示が、
奥附・表紙（表１）・裏表紙（表４）にある。なお、裏表紙（表４）には「本號ニ限リ 定價 金五拾錢」
とある。奥附には「誌代／一部／貳拾五錢（郵税共）」とある。
「峠の茶屋を背景」にした小説とは「山上風景誌」（『オール読物』第８巻第12号〈10月特別号〉、1938
年10月１日）を指すか。この「甲斐路」で述べる露天風呂の焚き付けをしていた「おかみさん」の発
話場面が、「山上風景誌」（新版全集第７巻308頁）にある。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
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昭南の商店街
壽屋「發展」編輯係（大阪市東區住吉町五二）発行『發展』第６巻第１号〈春季号〉（1943年５月25
日印刷、1943年５月30日発行）の「南方巷談」欄の６頁～７頁に掲載。編輯兼発行人・渡邊禎、印刷
所・共同印刷株式會社、印刷人・古川一郞、定価記載なし。
15字×127行。総ルビ。
全五段落で構成。「昭南市の目ぬき通りであるハイストリート街にオーロラといふ店がある。シン
ガポール陷落直後のころ他の商店に率先して店を開き、店の前に軍指定商といふ大看板がかけられて
あつた。この店は角店の呉服屋で商品棚にも品物が豐富であつた。私は入城直後よくこの店を訪ねた
が、それは品物を買ふためではなく電話を借りるためであつた。」と始まり、「昭南」で目にした「印
度人」「支那人」「馬來人」の商売の上手・下手の様子を綴る。
奥附に「【年四回發行】」とある。「春季號」の表示は、表紙（表１）と目次上欄とにある。
「南方巷談」という欄名の下に「いづれも陸軍省許可濟」との表示が太字である。「南方巷談」欄
には、井伏のほか、橫山隆一「ジヤワの店など」、齋藤龍太郞「マニラの商店街」が掲載されている。
本作品は、先に瀬尾政記編『井伏鱒二著作目録稿』（瀬尾瓔子刊、1988年５月24日）の72頁に掲出
されていたものの、新版『井伏鱒二全集』には収録が叶わず、同全集別巻２（筑摩書房、2000年３月
25日）の「著作目録」（261頁）にも「掲載誌未確認。」と記載していたが、この度、現物を入手する
ことができたのでここに掲出する。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
九百三十高地
小學館（東京都神田區一ツ橋二丁目五番地）発行『少國民の友』第21巻第12号〈３月号〉（1945年２
月24日印刷納本、1945年３月１日発行）の40頁～44頁に掲載。発行人・相賀ナヲ、編輯人・相賀壽次、
印刷所・共同印刷株式會社、印刷者・大橋芳雄、配給元・日本出版配給株式會社、定価45銭。
パラルビ。各頁、28字×21行×２段組。挿画・大石哲路。連載回数の表示は、本文・目次などのい
ずれの箇所にもない。
新版全集第10巻には、現物で連載を確認した第21巻第８号〈11月号〉、第21巻第９号〈12月号〉、第
21巻第11号〈２月号〉の三回分を収録した（第21巻第10号〈１月号〉は休載）。同巻解題（660頁）に
は「第二十一巻第十一号本文末尾には「つづく」とあるが、以後の連載を確認できなかった。」と記
していたが、今回、それに続く連載の第四回分を入手したので、ここに掲出する。
「北支の山のおくの、そのまた山おくのおくの九百三十高地の頂上」に陣地を築こうとしている日
本軍の設営部隊がある。その設営部隊には、「通譯がはりと雜役」に使われている中国人少年・陳太
郎がいる。或る夜、九百三十髙地附近で戦闘があった。戦闘の後、部隊を抜け出した陳太郎は、ダイ
ナマイトで一時的に目が見えなくなっていた「八路軍」の少年兵梁發を連れて戻る。大熊衛生兵は、
リヨンフハ
梁少年の目を治療してやろうと意気込む（以上第三回まで）。第四回は、「大熊衞生兵は捕虜の少年の
梁のために、いろいろ手をつくして目の治療をしてやりました。」と始まる。梁少年は頑なな態度を
崩そうとはしないが、陳太郎は梁少年に栄養を取らせるために罠にかかったタヌキを持ち帰る。一方、
兵隊たちはタヌキ談義に花を咲かせつつ、タヌキ料理の下準備に取りかかる……というところで終わ
る。作品は続くような気配があるが、本文末尾には次号以降についての表示は何もない。
本号には井伏作品のほか、大本営陸軍報道部長陸軍少将松村秀逸「明朗敢鬪」、勝承夫「ぼくらも
やがて神の兵」、木村毅「富嶽隊の勇士たち」、大佛次郞「鳥居彦右衞門」、北村小松「颱風の兒」な
どが掲載されている。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
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秋風一挿話
濱根汽船株式會社出版部（神戸市生田區海岸通五／尾道市土堂町八一一）発行『瀨戸内海』第１巻
第３号〈秋季特別号〉（1946年10月10日印刷納本、1946年10月15日発行）の44頁～46頁に掲載。発行
人・濱根岸太郞、編輯人・田邊耕一郞、印刷人・福本新市、印刷所・福本印刷尾道工場、配給元・日
本出版配給株式會社、特価５円。
ルビなし。26字×83行。旧漢字・旧仮名遣い。
冒頭第一段落は「先日、ふとしたことで、尾道滯在中の葛西善藏氏の逸話をきく機會があつた。」
とある。「尾道市出身の「奇蹟」同人の松本恭三氏と親交があつた」磯島定二氏が、「私のうちに見え」
て語った、酒好きの葛西らしい尾道滞在中の逸話を紹介する。「葛西さんが尾道に滯在してゐたのは、
大正三年ごろのことではなかつたかと思ふ」と推測し、その年代の根拠については、「そのころ尾道
市の新聞に「第二の志賀直哉氏、尾道に來る。」というやうな見出しつけ、葛西さんが尾道に來てゐ
ママ
ることを報じる記事が出てゐたのを覺えてゐる。その記事を私は福山中學の二年生のころ讀んだやう
な氣がするので、大正三年ごろではなかつたらうかと云ふのである。」と記す。また、「いま私は葛西
さんの絶筆を軸物にして床の間にかけ朝夕これに接してゐるが、生前の葛西さんに會つて話をしたこ
とは一度もない。ただその人の作品を尊重してゐるといふだけの關係で、その人の風格もいろいろの
人の書き記した文章で想像するだけのことである。」という。さらに、信州別所温泉の花屋ホテルの
番頭が葛西のことを「印象的なお客さん」であったと語った挿話も記す。末尾に「（九月十三日）」と
ある。
表紙（表１）と目次に「秋季特別號」、奥附に「第一卷第三號」とある。巻頭言に該当するとおぼ
しい濱根岸太郞「生きてゐる悅び」（１頁）の上部には、右横書きで「瀨戸内海」の題号が掲げられ、
その下に同じく右横書きで「昭和二十一年秋季特別號」とある。
なお、井伏「葛西善蔵忌に際して」（『作品』第５巻第９号、1934年９月１日。のち「葛西善蔵忌に
際し」と改題。新版全集第５巻所収）でも、葛西の尾道滞在のことや花屋ホテル番頭に聞いた挿話に
触れている。
小山内時雄「年譜」（『葛西善蔵全集』別巻、津輕書房、1975年10月21日）の大正８〔1919〕年の項
（670頁）に、
三月十九日 廣島縣尾道市大宮町三丁目松本恭三（早稻田大學商科出身、大正十三年十月死去）
の新家庭を訪れた。井伏鱒二によれば尾道の新聞に「第二の志賀直哉來る」といふ見出しで記
事が出たといふ。
とある。この「年譜」の記載に見合うように、井伏「葛西善蔵忌に際して」では、宇野浩二の「葛西
善蔵」（『文学の眺望』所収とする）から「大正八九年頃、葛西は（中略）尾道へ一ケ月ばかり行つて
ゐた」という部分を引用しつつ、「私は田舎に帰省中」葛西の尾道来訪を報じる新聞記事を読んだと
記している。井伏が「秋風一挿話」において、葛西の尾道滞在時期を「大正三年ごろ」と記したのは、
「いま手元に參考とすべきものがないのでよくわらかない」という「秋風一挿話」執筆時（井伏は郷
里に疎開中）の事情によると推測される。
『瀨戸内海』本号表紙右肩記載の発行日附の下に「（毎月一回發行）」と謳っている。創刊号〈７月
号〉（1946年７月１日）と第１巻第２号〈８月号〉（1946年８月１日）は順調に刊行されたが、９月の
刊行はなく、10月に刊行された、この〈秋季特別号〉が第１巻第３号に当たる。末尾に「Ｔ生」とあ
る本号「編輯後記」には、「第三號の發行が意外に遅延したことは誠に申し譯ない。〔略〕其のかはり、
九、十月合併して頁も增し、ごらんの通り絢爛たる秋季特別號ができた。」と記している。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
なお、本号には「短章五篇」の総題で、「母の晴衣」「わが魂も」「夏もをはりの」「林間」「午後」
以上５篇の短詩を木下夕爾が発表している（38頁～39頁）。
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岐美忠雄樣
潮鳴會本部（八幡市紅梅町安川社宅富永方）発行『潮鳴』第１年第２・３号〈秋・冬の巻〉（1947
年５月１日印刷、1947年５月10日発行）の８頁に掲載。編修兼発行者・富永和郞、印刷者・岩田眞金、
印刷所・小倉印刷工業株式會社、非売品。
旧漢字・新仮名遣い。ルビなし。35字×20行。
「貴翰拜見。御健祥のおもむき萬慶です。」と始まる。平井歯科医と中島義男の発起で同級生の会
合（八月の終りごろ）があったという近況を報じ、「御申越の僕の原稿は二十枚ぐらいから―とあ
るので、三分の一の七枚ぐらい後日送ります。」とある。末尾には、「法成寺村」で開業医を営む「田
和タスクさん」の様子も記す。
目次には「岐美樣」とだけあるが、本文に附された標題によって掲出した。
表紙（表１）には「第１年 秋・冬の卷 第２・３號」、中扉には「秋冬ノ卷」とある。奥附には
「第一年／第二・三號」「（年四回發行）」とある。
奥附上部に掲載された無署名「編修後記」（ノンブルなし。88頁に相当）中に、「井伏先生は、わが
親愛なる岐美長命居士（舊姓草浦、またの名を貫美和尚）の小學校の友達だそうで、玉稿の喜捨をお
ミチヨシ 〔ぬきみ〕
願いしたところ、早速御返事に接した。御多忙のところあまり御無理も申し上げられぬので、まず、
このお手紙を掲載させて戴くこととした。無斷で掲載は甚だけしからぬところであるが」云々とある。
また、「とうぶんは原稿の縁故依賴で大方諸友を惱ますことゝと思うが、これに對し稿料の物納を考
えているので、時ならぬ時にお酒が屆いたり」云々ともある。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
〔暖房ソーチ拜見〕
朝日新聞東京本社（東京都千代田區有樂町二丁目三番地）発行『アサヒグラフ』第53巻第４号〈通
巻第1327号、１月25日号〉（1950年１月25日発行）の「暖房ソーチ拜見」欄の10頁に掲載。編集人・
伴俊彦、印刷兼発行人・春海鎭男。発売所・朝日新聞社東京本社（東京都千代田區有樂町二丁目三番
地）／大阪本社（大阪市北區中之島三丁目三番地）／西部本社（小倉市砂津字富野口北三八〇番地ノ
一）、定価30円。
談話を記事に短くまとめて紹介。無署名。
表紙（表１）の上部の赤地部分に、題号が白抜きで「アサヒグラフ」とあり、その直下に黒文字で
「THE ASAHI PICTURE NEWS」とある。
「暖房ソーチ拜見」欄は10頁～11頁に掲載されていて、井伏を含めて吉田茂・高濱虚子など14人分
の暖房装置の写真各１葉と、その暖房装置に関わる簡単な解説記事で構成。企画の趣旨について「本
誌は吉田首相の大磯自邸のご愛用品等、お歴々の暖房裝置をご高覽にそなえ、炉辺談話？とシヤレた
次第である。」とリードの末尾にある。
井伏関係分の見出しは「作家／井伏鱒二氏」。炬燵の写真の下には、井伏発言の趣旨を短くまとめ
た以下のような文章を添える。
「炬燵は子供の頃から好きで」とおつしやるように八疊間のきり炬燵が仕事場 春になれば櫓を
取つて炉にするという 傍の火鉢は「治郞左衛門」の陶印ある慶長以後の古備前焼で さる知人
が倉敷の農家から掘り出したのを戦争中二百五十円で買つたという代物
亀井君
Books の会（東京都千代田区富士見町２の12 小山書店内）発行『Books』第28号（1952年７月29
日印刷、1952年８月５日発行）の「書評」欄の９頁に掲載。編集兼発行人・小山久二郎、定価10円、
印刷所記載なし。
20字×17行。ルビなし。新旧漢字が併存、旧仮名遣い（ただし、促音は小書き）。
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全二段落で構成。冒頭第一段落は「亀井勝一郞君は信心ぶかい人である。自分で自分の心に賴り得
る。」とある。続く第二段落で、「奧伊豆の河津川へ亀井君や太宰君と一緒に鮎つりに行き、例の南伊
豆大洪水に遭った」挿話を綴る。この井伏文で語られている、南豆荘で洪水（1940年７月20日）に見
舞われて皆が騒然とする中でも、「泰然自若として無駄ごと一つ云はなかった」という亀井の姿は、
井伏「風貌姿勢」〈下〉（『都新聞』〈朝刊〉第19078号、1940年12月５日。新版全集第９巻所収）や「釣
人」（『新潮』第67巻第１号、1970年１月１日。新版全集第24巻所収）でも言及されている。
井伏文に続いて掲載されている池田亀鑑「生來の詩人―亀井勝一郞氏のこと―」の末尾に「（亀
井勝一郞著作集全六卷 第一卷三〇二頁・二八〇円〔・〕創元社刊行中）」とあるので、井伏「亀井
君」は、池田文と同じく、『亀井勝一郎著作集』の「書評」として掲載されたものと推測される。な
お、28頁に掲載された創元社の広告では「龜井勝一郎著作集 第二回人間敎育／信仰について／豫250」
とある。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
『Books』第28号表紙（表１）には、誌名「Books」（横書き）の下に同じく横書きで「十四社出版
だより」とあり、岩波書店、小山書店、河出書房、弘文堂、創元社、ダイヤモンド社、筑摩書房、中
央公論社、東洋経済新報社、同文館、日本評論社、白水社、美術出版社、有斐閣、以上14社の名前が
縦書きで列挙されている。裏表紙（表４）の左肩に、編集兼発行人・印刷発行日附が記載され、また、
「（毎月一回五日発行）」ともある。裏表紙（表４）の下部に発行所の記載が見える。
「Booksの会」及び『Books』については、創刊時の編集兼発行人であった小山久二郎の回想記『ひ
とつの時代―小山書店私史―』（六興出版、1982年12月20日）に記述がある。小山と親しい出版
人が集まった「Books の会」の席上、委託販売制度の下にあって小売店からの返品が増大する現状を
改善するべく、「新刊書案内の小冊子を作って、次の月に出版する新刊書を読者に告知するような方
法をとって、追々に買切り制に移行して行けるような素地を作」りたいという運びになり、小山は「丸
善書店がやっていた『学鐙』のようなパンフレットを頭に描い」て製作編集を引き受けたと回想して
いる。『Books』は1950年３月５日に発刊したものの、「三十七年六月（通算146号）で終止符を打った」
としている（280頁～285頁）。第146号（1962年６月５日）には、14社（岩波書店 音楽之友社 河出
書房新社 講談社 光文社 ダイヤモンド社 筑摩書房 東京創元社 東洋経済新報社 日本評論社
白水社 美術出版社 平凡社 有斐閣）の連名で「新しい PR 誌を志向して」（３頁）と題する文章
が掲載されている。そこでは、「「買い切り制」の夢は実を結ばないまま、他の宣伝媒体が急速に実力
を伸ばし」て、「この雑誌「BOOKS」の媒体としての力が微弱にな」ったと分析、「各社の出版物を満
遍なくご紹介する従来の編集の形式を、この機会に改めさせていただき、次号から新形式の編集を採
用することにいたしました。」と宣言している。第146号の編集兼発行人は村松武司、発行所は「東京
都台東区松清町本願寺別院共栄社内 Books の会」、編集部は「千代田区神田小川町３－８ 河出書房
新社内」とある。小山の記述は事実と違うようにも見えるが、小山の言うのは小山が思い描いていた
『Books』は第146号で終わったとの意味であろうか。例えば、日本近代文学館が架蔵する中で最も後
の『Books』は第158号（1963年11月15日）だが、『Books』独自の記事はなく、各社の出版広告が集成
されたものになっている。
なお、『Books』第３号（1950年５月５日）の「著者点描」欄の７頁には、「井伏鱒二」の項があっ
て、「「多甚古村」で一躍名を成したのも、既に十年前の事になつた。」と振り返り、「処女作「山椒魚」」
の発表から「多甚古村」を書くまでの時期、「多甚古村」以降の時期、そして、「終戰後在來彼の文學
（ママ）
を規定した概念を打ち破つた激しい創作活動」の時期と、井伏文学を三分して捉えて見せている。
誇るにたる溪谷と街道
産業経済新聞社（東京本社 東京都千代田区有楽町二ノ四／大阪本社 大阪市北区梅田町二十七）
発行・発売『週刊サンケイ』第２巻第９号〈通巻第54号、３月１日号〉（1953年３月１日発行）の「観
光日本のゆくえ」〈トピック調理板第23回〉（16頁～21頁）の内、アンケート回答として20頁に掲載。
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編集印刷発行人・塩谷壽雄、大日本印刷株式会社印刷、定価30円。
アンケート回答。23字×32行。。ルビなし。新漢字（一部に旧漢字使用）・新仮名遣い（ただし、拗
音・促音ともに並字を使用）
井伏ポートレート１葉を井伏回答の初めに掲載。16頁には「観光日本のゆくえ／トピック調理板23回」
という総題を置き、「今週の材料」の見出しの下に、「政府は貿易不振の穴を、観光客目当ての外貨獲
得で埋めようと」「大童の活動を開始した。」国会でも関係法案が可決される。「そういうモクロミを
皮算用に終らせないためには、観光客に物心両面からの満足を与えることが絶対に必要だが、日本の
現状は果してどうか〔。〕「世界旅行案内」の著者として知られ、今回その増補のため来日した、米誌
「エスカイア」の旅行担当編集者のディック・ジョセフ氏を中心にした座談会と、奥野、井伏、石垣、
小野、阿部五氏のアンケート回答によつて、十分に調理していたゞいた。」と、記事の趣旨と構成が
ママ
説明されている。
16頁から19頁の半ばまでは、ディック・ジョセフ、木村重雄（日本交通公社海外宣傳部長）、戸塚
ママ
文子（日本交通公社「旅」編集長）による「座談会 観光客を招く あの手この手」を掲載。19頁の
後半からアンケート回答が掲載されるが、その直前の罫線で囲った中に、アンケート項目・内容など
をについて、以下のように説明している。
奥野、石垣、井伏、小野、阿部の五氏に左のアンケート回答をお願いしました〔。〕
①あなたの場合、観光客をまず第一にどこへ案内しますか。
②土産物としては何をすゝめますか。
③観光客誘致のための妙案をお聞かせ下さい。
アンケート項目の①についての井伏の回答は、「私は伊豆と甲州にはたびたび旅に出かけるのでく
わしいが、景色のいゝ、所謂観光地と云うのは余り知りません。」という一文から始まり、案内する
場所として、十和田の奥入瀬渓谷、日向の高千穂渓谷、富士川支流の早川渓谷などの渓谷や、中仙道
・木曽路・丹波路などの街道を挙げる。また、瀬戸内海の島めぐりも推薦し、「一つ一つの島には風
俗習慣にいちいちバライテイがあつて、それぞれ違うけれども、それぞれの島に一貫した島の気風が
通つています。その一貫した気風が島国の日本の気風に通じるところがあると思います。」と言う。
②については、「いい印象とそれにともなう品物」だとする。③については、「観光立国と云うのは或
る面から云えば金を儲けることだろうから、これは私にはわからないと答えておきましよう。珍企画
もありません。」と回答している。回答者は、奥野信太郎・井伏鱒二・石垣綾子・小野佐世男・阿部
艶子（掲載順）の５名である
なお、縦書きの目次欄では、この記事の総題は「観光日本の行方 第二十三回トピツク調理板」と
あり、本文のそれとは細かいところで異同がある。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
尻きれとんぼのわけ―作者のことば―
しり
全国学校図書館協議会編、毎日新聞社（東京都千代田区有楽町一ノ一一／大阪市北区堂島上二ノ三
六／門司市清滝町一ノ九〇二／名古屋市中村区堀内町四ノ一）発行『読書感想文 中学・高校の部』
〈1957年版〉（1958年３月10日初版）の「作者のことば」欄の19頁～20頁に掲載。発行者・千歳雄吉、
印刷所・図書印刷株式会社、定価400円。
24字×51行。パラルビ。新漢字・新仮名遣い。
頭第一段落は「おだやかな解説的な批評だと思います。私としては何もいうことはないのですが、
この作品について私は未知の中学生からよく問いあわせの手紙を受けるので、今この欄を借りて私自
身の解説を書かしてもらいます。」とある。「私はこの作品で、一ぴきの山椒魚が絶望の世界から悟り
さんしよううお
の世界に脱却していく過程を書こうと意図し」たが、「自分には悟りの世界を具象化することができ
ないのに気がつき」、「せめてあきらめの世界まで書いて、あとははしょりました。」と記している。
また、「学生時代に暑中休暇で、いなかに行ったとき」、山椒魚は「貪食である一面に、餌がなければ
どんしよく え
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相当な月日にわたる欠食にも耐え」るという話を聞いて「思いついて書いた」と言い、また、「翻訳
調のところが目につ」くのは、「学生時代に自然主義作家の文章に対して、意識的に反抗しようとし
ていたことの一つの現われではなかったかと思います。」と解説している。
文末に「（筆者は「山椒魚」の作者）」とある。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
書名は奥附に従って掲げたが、表紙・本扉には「全国コンクール入選作品」の文字も見える。全国
学校図書館協議会長・石山脩平「はしがき」（１頁～２頁）、全国学校図書館協議会事務局長・松尾弥
太郎「第三回青少年読書感想文全国コンクールを終えて―指導者のために―」（424頁～443頁）
を参看すると、このコンクールは、全国の小中高生及び勤労学生（高等学校在学相当の年齢の者）を
対象として読書感想文を募集、都道府県単位の地方審査会で審査・選別し、中央審査会では地方審査
会から送られてきた応募作品を審査対象として各賞を決定するかたちを採っている。1957年度は全部
で224､518点の応募があり、地方審査会から中央審査会に送られたものは424点（これらは全て入選作
として本書に収録）であったという。
「中学校の部」では、坂出市香川大学学芸学部付属坂出中学校三年の坂本喜久子が「「山椒魚」を
読んで」（16頁～18頁）で全国学校図書館協議会長賞を受賞。この坂本喜久子「「山椒魚」を読んで」
に続いて、井伏文が掲載されている。
なお、「第三回青少年読書感想文全国コンクールを終えて―指導者のために―」中に掲げられ
た「第３回青少年読書感想文コンクール対象図書一覧表」（430頁～442頁）に見える井伏作品は「山
椒魚」一作で、対象図書としては、中学校２・３年生女子対象の『井伏鱒二／豊島与志雄集』（東西
文明社）と、中学校２年生女子対象の『井伏鱒二名作集』〈少年少女日本文学選集〉（あかね書房）の
２点が挙げられている（436頁）。本書には上掲の坂本喜久子「「山椒魚」を読んで」のほか、千葉県
印旛郡富里中学校二年の篠原洋子「山椒魚を読んで」（43頁～44頁）一編が入選作として収録されて
いる。また、「作者のことば」には小説家では野間宏「虫けらから人間へ」が掲載されている。
井伏鱒二氏に聞く―名作聞書―
会社筑摩書房（東京神田小川町二の八）発行『国語通信』第16号（1958年10月10日）の12頁～17頁に株式
掲載。編集発行人・古田晁、印刷・会社中教印刷、定価１部15円。株式
インタビュー。各頁、19字×26行×３段。編集部の質問とそれに対する井伏の応答の形を採る。
冒頭に、この聞書の趣旨を説明する「編集部｣の発言が、以下のようにある。
編集部 きょうは中学三年の『国語』下に出ております「屋根の上のサワン」と、高校三年の
『国語』に出ております「『槌ツア』と『九郎治ツアン』は喧嘩して、わたしは用語について煩
つつ く ろ つ
悶すること」の二つの作品について主としてお伺いしたいと思います。
井伏発言では、「屋根の上のサワン」については、「千葉県の印旛郡大森町」出身で「椎名君」という
｢わりにスマートな、おとなしい女のような人｣から聞いた話に題材を得たものであり、｢椎名君｣が小
学校の頃に飼っていた雁が、「羽を切っておいたのに、羽が伸びないのに逃げてしまった。「ほかの雁
が連れて行ったにちがいない」と言ってました」と触れている点が注目される。また、「抒情的な読
物を書こうっていう面があった」という「屋根の上のサワン」の｢抒情」について、
編集部 あれは先生、そういえばどうも、先生のご作品の中ではちょっと一風変わったもの
ですね。
井伏 ええ、ああいう面があのころあったんです。今でもあるんですが。
編集部 ほかの作品にちょっとないですね。
井伏 ないんです。｢岬の風景｣なんていうのは百四五十枚書いていたんですが、センチメンタ
ルなところはみな消したんです。（笑）センチメンタルかどうか知らんけど、抒情が嫌いになり
ましてね。抒情になってくるとそこはユーモアにしてしまいます。
と｢抒情｣「センチメンタル」と「ユーモア」とを関連させ、さらに｢鯉」にもそうした｢抒情的｣なも
- 13 -
のがあると認めている点、また、
私小説っていうのは書きいいことは書きいいですね。焦点が決まりますから。岩野泡鳴の一元描
写っていうものにほれたんですよ。あれにずいぶん影響された。書きいい形式ですね。
と言っている点も注目される。
「「槌ツア」と「九郎治ツアン」は喧嘩して私は用語について煩悶すること」関連では、「この作品
に出てくる話、みんな実際にあったんですか」との問いには「そうです。実際あったいろんなものを
アレンジしたんです。｣と答え、また、身分別に分けて使っている言葉を「間違えて言うということ
はないんですか」との質問に対して、
井伏 間違いませんね、みな。ちょっと金持ちになれば「サン」ですね。それがね、あいつの
うちのおじいさんはうちへお葬式の時に紋付を借りに来たと、それで貸したほうは向こうを下の
ように思ってるんですね。ほんとにまあみみっちい所ですから。小さな谷あいですからね。それ
から近所隣りにね、気を使って。東京なら会社が違えば隣りだって知らん顔をしてるが、隣りが
なきゃ生活できないですからね。
と解説する。
この作品における諷刺的な意識については、
編集部 愚問なんですけど、この作品には、お書きになったそういう人間関係とかことばづ
かいに対する一種の諷刺っていうようなものがあったんですか。
井伏 風俗とか思い出のようなもんですね。書きいいから書いたんでしょう。ぼくは野心的な
ものはほとんどないんです。
という問答があり、さらに
編集部 一般的にいろんな作品の中でそういう社会的なものへの諷刺はお考えになってお書
きにならないわけですか。
井伏 そういうのもありますけど、どうも説明になっちゃいますね。ふくらみが出てこなくて、
そういう野心を持って書いたものもあるんですけど、どうもね。
と問答が重ねられて、松川事件を諷した作品（｢河童の騒ぎ」『週刊朝日別冊』昭和30年第２号、1955
年２月10日。後｢河童騒動｣と改題）については「いろいろカッパの種類を書いて諷刺したんですけど、
それはつまらなかったですね。」と言いつつ、｢遙拝隊長」については、
井伏 あれは戦争後の気持に便乗してるようなところがあるけど、そりゃありましたね。筑摩
の『展望』へ書いたものですね。そう、あれはそうでもない。
と触れている点も興味深い。
13頁上段を使ってインタビュー中と思われる井伏写真１葉を掲載。
本文では「聞書井伏鱒二氏に聞く」、目次では「〔名作聞書〕／井伏鱒二氏に聞く」とする。末尾に「（速名作
記 福岡 隆）」とある。なお、発行所の住所は奥附や表紙（表１）・裏表紙（表４）の法定文字の箇
所にはなく、裏表紙（表４）の『新選現代日本文學全集』広告末尾に記載されている表示に拠った。
なお、表紙（表１）右肩や裏表紙（表４）左肩には「（毎月一回十日発行）」とある。
引札
内藤香石（山梨市北132）発行『香石作品集』（1970年２月17日発行）に掲載。
20字×11行。ルビなし。新漢字・旧仮名遣い。
井伏文は、「私たちの友人、内藤香石さんが作品の個人展覧会を開くことになりました。」と始まり、
香石が書画など「篆刻家に必要な諸芸を学んでゐる」ことを記し、「今度の個展では、篆刻のほかに
近作の書も絵も展示します。お寒い折から甚だ恐縮ですが、同好の方々の御鑑賞を願へれば幸甚です。」
と結ばれる。
『香石作品集』は、内藤香石の書・画・篆刻（印譜）をモノクロ写真版（一部カラー）で掲載。大
きさは25.9×18.4㎝。遊び紙を除いて、本文用紙は32頁分ある。別表紙で、針金中綴じ。ノンブルは
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ない。井伏文は本文用紙の最初から数えて、３頁に相当するところに掲載（１頁は扉で裏白）。表紙
に「香石作品集／九十八叟雙石印」とある題字は、香石の篆刻の師である石井雙石（1873年～1971年）
の書。「香石作品集」と書かれた扉（１頁に相当。題字は表紙と同じ書を使用）には、左下隅に「★
昭和四十五年二月十七日（火）～二十二日（日）／★東京銀座・松坂屋六階画廊」とある。刊記は30
頁に相当するところに記載（31頁と32頁は白紙のままで、何も印刷されていない）。
扉や井伏「引札」の記述から、銀座・松坂屋を会場として開催された、内藤香石の個展に際して作
製されたものと推測される。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
井伏鱒二氏―ぷろふいーる―
中央公論社（東京都中央区京橋２丁目１番地）発行『中央公論』第86年第８号〈通巻第1009号、６
月増刊号、臨時増刊歴史と人物３〉（1971年６月20日発行）の105頁「ぷろふいーる」欄に掲載。編集
者・粕谷一希、発行者・山越豊、印刷所・三晃印刷株式会社、特価280円。
訪問記事。文末に「（草木）」の署名がある。
「荻窪四面道のお宅はいつ伺っても端然としてその佇いをかえない。」との一文から始まる。井伏
の発言をそのまま記録している部分は、「地震はこわいね。わたしたち大震災を経験した者にゃ、ほ
んとにこわい。いまでもちょっと揺れるとすぐ外へ飛び出すんだね。」といった10行ほどである。こ
の訪問記事の過半は書き手の井伏文学評と言うべきで、座談の最中にも垣間見える「土地柄・人柄へ
の精密な理解が、井伏さんの場合、そのまま歴史につながってゆくらしい。／それは自然に対峙する
歴史ではなく、自然のなかに展開される歴史である。」と評し、「鴎外が晩年歴史自体に急速に傾斜し
ていったのとちがい、井伏さんの場合はつねに想像力の世界にもどる」ところに特徴があり、「それ
は作家井伏さんの創作欲の強靱さを証明するもの」だとする。そして、「初期のころから始まり今日
に持続している」「歴史への関心」は、「「集金旅行」「遙拝隊長」「本日休診」「駅前旅館」「黒い雨」
といった日常体験、戦争体験、ヒロシマ体験といった現在への幅広く強烈な関心の持続から生れた作
品群との往復作業のなかで生れている。」などと述べる。なお、目次には欄名が「ぷろふぃーる」と
あるが、本文では「ぷろふいーる」とする。
本号の「古語拾遺」欄（23頁）には、この訪問記事でも「いわゆる古語ではないが、井伏さんの場
合、もっとも自然な言葉として有難く頂戴した」と紹介する、「山はまねく／川は招く／井伏鱒二」
という井伏筆跡が掲載されている。また、本号掲載のフランシス・マカラー「陸軍大学校将校集会所
発行／コサック隊従軍記―英国人記者の見た日露戦争」（327頁～374頁）について、「編集後記」（374
頁）には、「巻末「コサック従軍記」は、偶々井伏鱒二氏をお尋ねしたとき、本誌のためにわざわざ
ママ
書庫から持ち出して下さった稀覯本です。氏の御厚意に御礼申し上げます。」とある。
本号に掲載されている「コサック隊従軍記」の原本は、全312頁の『胡朔隊ニ從軍記』（陸軍大學校
將校集會所発行）で、奥附はなく発行日・印刷所などは不明だが、その「譯書緒言」には「明治四十
一年三月」の日附が記載されている。この『胡朔隊ニ從軍記』については、井伏「コサツク從軍記」
（『文藝』第５巻第10号、1937年10月1日、新版全集第６巻所収）に言及がある。
なお、『中央公論』の臨時増刊の体裁を採っていた『歴史と人物』は、1971年９月号を第１巻第１
号として独自の巻号を持つに至る。
井伏鱒二さん近況を語る―15日に卒寿の誕生日／なお毎日執筆／「書かないと へたになりますホ
ッホッホッ」／「地上げ」昔はなかった―
朝日新聞東京本社（東京都中央区築地５丁目３番２号）発行『朝日新聞』〈朝刊〉第36671号（1988
年２月13日）の第27面「東京」版〔地方版〕に掲載。
訪問記事。無署名。記事中に、「読み直してみると、僕の作品は、時々字を間違ってるんだ」など
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といった井伏の発言が鉤括弧附きで引用されている。
リードには「作家井伏鱒二さんは十五日に、九十歳、卒寿の誕生日を迎える。荻窪の自宅を訪ねた。
書斎の机の上には、書きかけの原稿があった。「練習ですよ」と井伏さんはいった。足を悪くして、
もう一年以上散歩すらしていない。〔中略〕古い資料を見直して、毎日十行、「発表するかどうか分か
らない」作品を書き続けている。」とある。なお、小栗上野介について調べているとして、「約四十年
前、『普門院さん』で一度書いたことがある。その後に借りた上野介の日記を読み返し、一日十行ず
つ書いているのだという。」ともある。
「90歳の誕生日を前に、近況を語る井伏鱒二さん。机の上には原稿用紙がある ＝杉並区清水１丁
目の自宅で」とキャプションの附いた写真１葉を掲載。
なお、掲載紙面上部欄外には「東京 都心」とある。同じところに14版ともある。掲載紙面左上の
題号に当たるところに「東京」とあり、その下に連絡先として「東京朝日新聞本社社会部東京版」と
掲げられている。
***** 参考 *****
＊『新小説選集 内容見本』（春陽堂）〔1938年６月頃発行か〕に、井伏鱒二『陋巷の唄』〈新小説選
集第11巻〉（春陽堂書店、1938年10月15日発行）の紹介がある。同内容見本は本文全16頁。新小説選
集は全12巻の予定で、裏表紙（表４）の「豫約規程」には、「會費」は「毎月拂一圓三十錢」「申込金
不要」、「刊行期日」は「昭和十三年八月第一回配本／爾後毎月一巻刊行」と謳う。和田利彦（春陽堂）
「刊行の言葉」（１頁）は「文壇並に出版界において多年懸案とされてゐた高級なる文學の大衆化を、
、、、、、、、、、、
こゝに率先して具体化し敢行する。／こゝにいふところの高級なる文學の大衆化とは、純創作といは
、、、、、、、、、、
れる小説の高踏性、大衆文學といはれる小説の低級性、そのいづれにも慊らないインテリ大衆の要望
に應へんとする運動をいふのである。そしてその目的とするところは、何はともあれ面白く讀ませる
小説で、しかも藝術的な氣韻を多分にもち、讀者の精神に糧をあたへる小説を生むことであり、これ
を廣く天下に普及して文學の文化的使命を擴充せんとするものである。」〔傍点・太字は原文のママ〕
と始まり、末尾の段落においては「今やわが國は民族發展の過程における暴風のさ中に立つてゐる。
われわれは底の底から民族を生かすために、この混沌たる現實の中にあつて強く逞しく生きる途を探
さなければならない。こゝに今日の文學の使命があり、出版文化に携はるものゝ責任があるのだ。」
と述べている。
本内容見本の発行日は、裏表紙（表４）の「豫約規程」に「昭和十三年八月第一回配本／爾後毎月
一巻刊行」と謳っている時期から推定した。第１回配本は、「内容見本」などでは「市井小説集」と
角書きのある、武田麟太郞『淺草寺界隈』〈新小説選集第４巻〉（1938年８月25日）。
井伏鱒二『陋巷の唄』巻末広告にも「新小説選集」12冊の広告が掲載されているが、そこには、巻
数表示・配本順・予約出版などについての記述はなく、「各巻定価一圓三十錢」とあるだけである。
＊『婦人文藝』第３巻第２号（1936年２月１日）63頁の「名著の一節」欄に井伏鱒二推薦「憶 良貧窮山上臣
問答（萬葉集）」を掲載。ただし、貧窮問答歌の引用だけで、井伏の文章はない。
＊週刊朝日編集部編『日本拝見』〈東日本篇〉（角川書店、1957年12月20日、定価680円）収録の井伏
鱒二「甲府―ブドウ畑と水晶造り―」（145頁～147頁）は、『週刊朝日』第59巻第45号（通巻第1828
号、1954年10月31日）が初出で、初出時の標題は「甲府―オドレの木の伝説―」〈日本拝見 第53
回〉である。『日本拝見』〈東日本篇〉わよの扇谷正造「まえがき」（１頁）は、企画の意図を「いく
つかの町がこの戦争で焼かれ、またはつぶされた、それらの町々はどう復興したろうか、いや復興ど
ころか、いまどんな課題を内包しているのか、そこに日本民主化のテンポを都市拝見という青写真の
形で描き出したいと思っていた。」とし、取材については「筆者カメラマンの滞在視察期間がほんの
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三日か四日間であり、文字通り拝見である。」といった事情を明かしている。この『日本拝見』〈東日
本篇〉刊行に先だって、井伏の随筆集『ななかまど―随筆集―』（新潮社、1955年２月１日）に
「甲府」の標題で収録。初出『週刊朝日』第59巻第45号と『日本拝見』〈東日本篇〉とでは副題が相
違するが、本文の異同はない。
＊『日本の彫刻』〈上古―鎌倉〉（美術出版社、1960年６月20日、定価2800円）収録の井伏鱒二「天燈
鬼、竜燈鬼像―奈良・興福寺―」（ノンブルなし。169頁に相当）は、「本書は1951年―1952年に
６分冊で発行された「日本の彫刻」を改訂再編集し、全１冊にまとめたものです。」と断わるように、
『日本の彫刻』Ⅵ〈鎌倉時代〉（美術出版社、1952年４月15日。井伏文は本文の５頁～６頁に掲載）
が初出である。合本出版の際に、新たに版を組んで、初出の旧字体を新字体に改めている。なお、同
書には、レール・リキード社（帝国酸素株式会社の筆頭株主）の日本での創業50年を記念し、日仏文
化交流事業として製作されたという「特製限定版」もある。「特製限定版」に発行年月日はなく、奥
附上部に〔帝国酸素株式会社社印〕と「帝国酸素株式会社／神戸市兵庫区高松町｣の表示、下部に「美
術出版社編 特製限定版／日本の彫刻／これはレール・リキード社が日本に於ける創立50周年を記念
として企画された日仏交流事業の一環として特に製作されたものであります／美術出版社 東京都新
宿区市谷本村町15」とある。左下には「ⓒ Bijutsu Shuppan-sha 1960」とある。巻頭の石川一□（□
は「則」か）と署名のある文章の日附は「昭和三十五年九月」となっている。初出の『日本の彫刻』
Ⅵ〈鎌倉時代〉については、「天燈鬼、龍燈鬼―奈良・興福寺―」として、「井伏鱒二著作調査ノ
ート（その一）」（本誌、第14号、2003年２月10日、15頁）に掲出した。
